
グループＣＳＲ重点課題
2016年4月、当社は、国際社会の動向などをふまえてグループCSR重点課題を見直しました。経営理念であ
る「安心・安全・健康」に資する最高品質のサービスを提供し、社会に貢献するため、5つの重点課題を特
定しました。また、重点課題に取り組むにあたって、当社グループの強みを活かすアプローチ方法として3
つを特定しました。さらに、新たな重点課題に即したグループCSR－KPI（重要業績評価指標）を策定した
うえで、PDCAを通じた取組みを推進し、パフォーマンスの向上を目指しています。

特定プロセスとＣＳＲ－ＫＰＩ

グループCSR重点課題の特定プロセス グループCSR－KPI（重要業績評価指標）
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グループCSR重点課題ごとの主な取組み内容

重点課題１ 防災・減災への取組み 重点課題２ 健康・福祉への貢献

重点課題３ 地球環境問題への対応 重点課題４ よりよいコミュニティ・社会
づくり

重点課題５ ダイバーシティの推進・啓発
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2016年４⽉、当社は、国際社会の動向などをふまえてグループＣＳＲ重点課題を⾒直しました。さらに、

新たな重点課題に即したグループCSR-KPI（重要業績評価指標）を策定したうえで、PDCAを通じた取組み

を推進し、パフォーマンスの向上を⽬指しています。

2010年4⽉、損保ジャパン（当時）と⽇本興亜損保（当時）が経営統合して設⽴した共同持株会社「ＳＯ

ＭＰＯホールディングス（当時：NKSJホールディングス）」の発⾜と同時に、それまでの両社の取組みを

活かし、「グループＣＳＲビジョン（当時：ＣＳＲ基本⽅針）」を策定しました。ＣＳＲ基本⽅針のもと、

2011〜2012年度にかけて、グループのＣＳＲ重点課題を特定し、2013〜2014年度にはグループCSR-

KPIを策定してグループをあげて取組みを推進してきました。

2015年9⽉、2030年に向けた「持続可能な開発のための⽬標（Sustainable�Development

Goals;SDGs）」が国連サミットで採択されました。同年12⽉には、国連気候変動枠組条約第21回締約国

会議（COP21）での「パリ協定」が採択されるなど、2015年はサステナビリティに関する国際合意が議論

された重要な年となりました。また、当グループは、2016年度から「安⼼・安全・健康」をテーマとする

サービス産業への構造転換を⽬指す新中期経営計画（2016〜2020年度）をスタートしました。このような

グループＣＳＲ重点課題の特定プロセス

ホールディングス設⽴以降のＣＳＲ推進プロセス

重点課題を⾒直した背景と経緯
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国際動向や当グループの環境変化をふまえ、サステナブルな社会の実現に向けたより⼀層の貢献とグループ

の成⻑の双⽅の実現を⽬指し、重点課題を⾒直しました。

STEP�1�各種ガイドラインなどによる分析

ＣＳＲの課題がグローバルに影響し、国際的な対応が求められるなか、さまざまな国際的なガイドラインや

フレームワークが策定されています。当グループはグローバルに事業活動を展開するうえで、これらを理解

し、活⽤していくことが重要と考えています。�

当社は、2011〜2012年度のグループＣＳＲ重点課題の策定の際に実施したISO�26000によるマテリアリ

ティ分析のマッピングに加え、SDGs、GRI「サステナビリティ・レポーティング・ガイドライン（第4

版）」、国連「ビジネスと⼈権に関する指導原則（ラギー・フレームワーク）」など、社会的責任にかかわ

る国際的なガイドラインをふまえ、「ステークホルダーへの影響度」および「当グループにとっての重要

度」の2つを座標軸としてマッピングし、優先順位の⾼い項⽬を絞り込みました。

重点課題を⾒直した4つのステップ
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図1�マッピング

STEP�2�マルチステークホルダーとのダイアログ

ステークホルダー・エンゲージメントは、社会的課題を認識し、信頼と協働関係の構築を通じて、より⼤き

な成果を⽣み出すための重要な取組みであると考えています。重点課題の⾒直しにおいても、「ＣＳＲの有

識者・国際機関」「ESG投資専⾨家」「⾏政」「NPO/NGO」「消費者」「代理店」「社外取締役」「労働

組合」の16機関・団体の幅広いステークホルダーと意⾒交換を⾏いました。

ステークホルダー・エンゲージメント
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重点課題の⾒直しにおいてダイアログを⾏ったステークホルダーの皆さま

ステークホ

ルダーカテ

ゴリ

所 属�

＊ダイアログ実施当時

(2016年1〜2⽉）の所

属

⽒ 名 主なコメント 当社の対応

ＣＳＲの有

識者�

国際機関

IIHOE［⼈と組織と地球

のための国際研究所］

代表者�兼�ソシオ・マネ

ジメント編集発⾏⼈

川北�秀⼈�⽒

リスクマネジメ

ントとステーク

ホルダーの満⾜

を⽬指す2つの

視点で考えるこ

とが重要であ

る。事業変化に

伴い、サプライ

チェーンなども

考え直す必要性

がある。

重点課題ごとのリスクと

機会を整理し、また、今

後、事業変化に伴いサプ

ライチェーンも踏まえた

重点課題の⾒直しも図っ

ていく。

東京都市⼤学�環境学部

教授�

幸せ経済社会研究所�所

⻑�

NGOジャパン・フォ

ー・サステナビリティ

代表

枝廣 淳⼦�⽒

重点課題ごとの

施策を考える際

には、商品・サ

ービスの社外向

けの施策と、社

内の基盤構築な

どの施策の、両

⾯を考えること

が重要である。

「3つの重点アプローチ」

に両⾯の視点を含め、施

策の検討・推進に活かし

ている。

持続可能な発展のため

の世界経済⼈会議

（WBCSD）�

Managing�Director,

Redefi�ning�Value／

Manager,�Redefi�ning

Value,�Reporting

Rodney�Irwin

⽒／Anaïs

Blasco�⽒

重点課題の選定

に⾄るまでのプ

ロセス（ストー

リー）を伝える

ことが重要であ

る。また、

SDGsとの関連

性を説明する必

要がある。

策定プロセス、SDGsとの

関連性についての情報を

開⽰している。

グループＣＳＲ重要

課題（グループＣＳ

Ｒ重点課題ごとの主

な取組み内容）

グループＣＳＲ重要

課題

SDGs達成へ向けた

取組み
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ステークホ

ルダーカテ

ゴリ

所 属�

＊ダイアログ実施当時

(2016年1〜2⽉）の所

属

⽒ 名 主なコメント 当社の対応

国連開発計画(UNDP) 

駐⽇代表事務所�広報・

渉外スペシャリスト

⻄郡 俊哉�⽒

UNDPが掲げる

3つの重点課題

（レジリエン

ト、サステナビ

リティ、インク

ルーシブ）と⽅

向性は合致して

いる。

UNDPが掲げる3つの重点

課題に沿うような施策も

展開していく。

WTO�経済導刊�副社⻑ Gefei�Yin�⽒

⾒直した重点課

題は「課題」と

「アプローチ」

が明確にわかれ

ており、また、

内容も納得感が

ある。重点課題

が経済、社会、

環境の価値創造

につながること

を強調してはど

うか。

経営戦略との関係性につ

いて整理し、開⽰してい

る。

ESG投資�

専⾨家

特定⾮営利活動法⼈�社

会的責任投資フォーラ

ム�会⻑

荒井 勝�⽒

投資家に情報を

伝えるために

は、業種・企業

の特徴（強み）

を活かした重点

課題であるこ

と、また、「企

業が今後何を⽬

指すかというス

トーリー」を伝

えることが重要

である。

業種・企業の特徴（強

み）を特集として開⽰

し、また、経営戦略との

関係性について整理し、

開⽰している。

グループのＣＳＲ戦

略

ＣＳＲを通じた企業

価値向上（特集ペー

ジ）

グループのＣＳＲ戦

略
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ステークホ

ルダーカテ

ゴリ

所 属�

＊ダイアログ実施当時

(2016年1〜2⽉）の所

属

⽒ 名 主なコメント 当社の対応

責任投資原則（PRI）ジ

ャパンヘッド、グロー

バルネットワーク＆ア

ウトリーチ／CDP事務

局ジャパンディレクタ

ー

森澤 充世�⽒

設定した重点課

題に取り組むこ

とが、企業の成

⻑につながるこ

とを伝えること

が重要である。

経営戦略との関係性につ

いて整理し、開⽰してい

る。

⾏政

内閣府�政策統括官（防

災担当）
加藤 久喜�⽒

防災・減災は⾏

政だけで取り組

むには限界があ

るため、企業に

期待している。

リスクに対する

意識を国⺠や社

会に伝える役割

を期待してい

る。

重点課題1に「防災・減災

への取組み」を掲げ、リ

スクに対する意識を⾼め

る啓発にも取り組んでい

る。

環境省�地球環境局�国際

連携課�課⻑／課⻑補佐

辻 景太郎�⽒／

瀬川 恵⼦�⽒

これまで環境問

題の解決に積極

的に取り組んで

きていると思う

が、今後さらに

気候変動の適応

策などの本業で

の取組みや⼈材

育成の取組みを

強化することを

期待している。

重点課題3に「地球環境問

題への対応」を掲げ、適

応策を中⼼とした商品・

サービスの開発・提供や

環境教育に⼒を⼊れてい

る。

グループのＣＳＲ戦

略

重点課題1�防災・減

災への取組み

特集1�気候変動への

取組み

重点課題3�地球環境

問題への対応
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ステークホ

ルダーカテ

ゴリ

所 属�

＊ダイアログ実施当時

(2016年1〜2⽉）の所

属

⽒ 名 主なコメント 当社の対応

経済産業省�経済産業政

策局�経済社会政策室�室

⻑補佐／係⻑

坂井 萌�⽒／

関 万⾥�⽒

ダイバーシティ

の推進を経営戦

略としてとら

え、取り組んで

いる点が良いと

感じる。企業と

して、ダイバー

シティ経営に取

り組む背景を投

資家などステー

クホルダーに伝

えていくことが

重要。

重点課題5に「ダイバーシ

ティの推進・啓発」を掲

げ、取組みを推進し、開

⽰している。

NPO/NGO

認定特定⾮営利活動法

⼈�⽇本NPOセンター�事

務局⻑

新⽥ 英理⼦�⽒

引き続き、新た

な社会的課題に

対して

NPO/NGOと

連携して取り組

んでほしい。ま

た、貧困や格差

の解決にもつな

がる低所得者層

への⾦融サービ

スに期待してい

る。

「3つの重点アプローチ」

に「⼈材育成を意識した

NPO/NGO�などをはじめ

とするさまざまなステー

クホルダーとの連携」を

掲げている。また、「東

南アジアの天候インデッ

クス保険」など途上国向

けの商品・サービスを開

発・提供しているが、さ

らに低所得者層向けの⾦

融サービスの開発・提供

に取り組んでいく必要が

ある。

重点課題5 ダイバ

ーシティの推進・啓

発

グループＣＳＲ重要

課題

東南アジアの天候イ

ンデックス保険の提

供
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ステークホ

ルダーカテ

ゴリ

所 属�

＊ダイアログ実施当時

(2016年1〜2⽉）の所

属

⽒ 名 主なコメント 当社の対応

消費者
公益社団法⼈�全国消費

⽣活相談員協会�理事⻑
吉川 萬⾥⼦�⽒

⾒直された重点

課題に真摯に取

り組んでいただ

くことにより、

消費者がこれま

で以上に、より

「安⼼・安全・

健康」な最⾼の

サービスを⼊⼿

できるのは嬉し

い。期待した

い。

引き続き、重点課題に掲

げる課題に真摯に取り組

んでいくとともに、最⾼

品質のサービスの提供に

向け取り組んでいく。

代理店 AIRオートクラブ�会⻑ 丹野 司�⽒

環境の取組み、

社会貢献活動な

ど、代理店と社

員の連携をさら

に強めていくこ

とが重要であ

る。

代理店と社員の連携を意

識した取組みをさらに進

めていく。

社外取締役 ⽴教⼤学�経営学部�教授
Scott�Trevor 

Davis�⽒

継続性の観点か

らもこれまで取

り組んできた内

容をふまえなが

ら、社会・グル

ープの変化とと

もに変遷してい

る戦略やストー

リーを伝えてい

くことが重要で

ある。

これまでの取組みと、グ

ループの変化に伴う戦略

の両⾯を開⽰している。

最⾼品質のサービス

の提供に向けた取組

み

主な取組み「代理

店」

ＣＳＲのあゆみ

グループのＣＳＲ戦

略
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ステークホ

ルダーカテ

ゴリ

所 属�

＊ダイアログ実施当時

(2016年1〜2⽉）の所

属

⽒ 名 主なコメント 当社の対応

労働組合

損害保険ジャパン⽇本

興亜労働組合�執⾏委員

⻑

宮井 淳�⽒

グループの事業

変化に伴い、社

員との対話がよ

り重要になる。

グループの健全

な発展に向けて

の提⾔を継続し

ていく。働く私

たちにとって

も、世界に誇れ

る企業グループ

を創り上げてい

きたいと考えて

いる。

労働組合と社員との対話

を引き続き深めるととも

に、発展に向けた提⾔を

継続していく。

関東電⼒関連産業労働

組合総連合�事務局⻑

（元�⽇本労働組合総連

合会（連合）出向）

⽵詰 仁�⽒

地域の課題に取

り組むには、優

先順位をつけ

て、⻑期的な視

点で継続的に取

り組むことが重

要である。ま

た、投融資での

ESG配慮に期

待している。

重点課題4に「よりよいコ

ミュニティ・社会づく

り」を掲げ、⻑期的視点

を持って取り組んでい

く。また、PRIの原則や⽇

本版スチュワードシップ

コード等に沿った、投融

資でのESG配慮を進め

る。

重点課題4�よ りよい

コミュニティ・社会

づくり

⽇本版スチュワード

シップ・コードに沿

ってエンゲージメン

トを実施
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STEP3�グループ内エンゲージメント

グループ全体でＣＳＲを推進するにあたり、ステークホルダーからのご意⾒をふまえ、グループ会社横断の

「グループＣＳＲ推進本部」、当社経営会議、取締役への説明会などで議論を⾏いました。

「グループＣＳＲ推進本部」の様⼦

STEP4�項⽬の決定、取組み推進

STEP1からSTEP3のプロセスを経て、新たな重点課題を決定しました。グループＣＳＲ重点課題に即した

グループCSR-KPIを策定し、グループのＣＳＲ推進体制におけるPDCAサイクルを通じて社会的課題の解決

に資する取組みを推進することで、サステナブルな社会の実現に向けて貢献していきます。�

また、グループCSR-KPIにもとづいた取組状況は、定期的に当社経営会議で報告しています。�

さらに、今後とも国際社会の最新動向や当社グループの事業環境の変化などをふまえ、必要に応じて重点課

題の⾒直しを⾏います。

グループＣＳＲ推進本部（マネジメント体制）

グループCSR-KPI（重要業績評価指標）

グループＣＳＲ推進本部（マネジメント体制）
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図2�優先順位の⾼い項⽬を絞り込み
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2017年度は、グループＣＳＲ－ＫＰＩの設定においては単年度目標だけでなく、中長期的な視点を取り入れ
ることを目的に翌年度の目標も設定しています。各項目のバウンダリー（影響範囲）は、グループ全体で
す。

2016年度の実績は以下のとおりです。各項目のバウンダリー（影響範囲）は、グループ全体です。

グループCSR-KPI（重要業績評価指標）
当社グループは、ＣＳＲ重点課題別にＫＰＩを設定し、目標を達成することでさまざまな社会的課題の解決
によるサステナブルな社会の実現を目指しています。

2017年度目標

グループCSR－ＫＰＩ（重要業績評価指標）2017年度目標( PDF/130KB)

「CO2排出量」はスコープ3にもとづく当社グループのバリューチェーンのなかで生じる排出量を考慮し
ています。

※

2016年度実績

グループCSR－ＫＰＩ（重要業績評価指標）2016年度目標( PDF/188KB)

「CO2排出量」はスコープ3にもとづく当社グループのバリューチェーンのなかで生じる排出量を考慮し
ています。

※
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Providing�Solutions�for�Disaster�Preparedness

防災・減災に資する商品・サービスなどの提供やさまざまな組織との協働プロジェクトを展開し、⼈々が安

⼼・安全に暮らせる社会の実現に貢献している。

世界の交通事故死亡者の状況

世界保健機構（ＷＨＯ）によると、2013年の世界の交通事故による死者は約125万⼈でした。うち、発展

途上国は世界全体の⾃動⾞の54%しか保有していないにもかかわらず、90%の交通事故死者が集中していま

す。また、世界全体の15－29歳の死因の第1位は交通事故です。持続可能な開発⽬標（ＳＤＧｓ）では、

17の⽬標のうちの⽬標3「あらゆる年齢のすべての⼈々の健康的な⽣活を確保し、福祉を促進する」のなか

で「2020年までに、世界の道路交通事故による死傷者を半減させる」というターゲットを掲げています。

重点課題1 防災・減災への取組み

⽬指す姿

ＦＡＣＴ
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交通事故や⼤規模⾃然災害の発⽣・増加、テロやサイバー攻撃などの新たなリスクの増⼤は、当社グループ

の中核事業の⼀つである保険事業にとって、お⽀払いする保険⾦の増加、それに伴う保険料の上昇といった

影響を及ぼしかねず、安定して保険を提供することが難しくなる可能性があります。⼀⽅、当グループは、

「安⼼・安全・健康」を提供する企業グループとして、保険商品に加えて、個⼈にも社会にも多⼤な損害を

与える災害や事故を未然に防ぐさまざまなサービスを提供することも重要な使命であり、このようなリスク

へのニーズの⾼まりを事業機会ととらえています。�

当社グループは、⻑年にわたって蓄積された膨⼤な事故データ（ビッグデータ）を解析し、安定的な保険を

提供し、新商品・サービスの開発につなげています。また、リスクを定量化するノウハウを活⽤して、事故

の予防や災害による被害の軽減策の提供に取り組んでいます。今後とも多様化するリスクを予防、軽減させ

るような幅広いサービスを提供し、また、交通事故や⾃然災害の多い開発途上国などと防災・減災のノウハ

ウを共有することで、サステナブルな社会づくりに貢献していきます。

当社グループは、グループ会社横断の「グループCSR推進本部」を設置しています。当社グループＣＦＯが

本部⻑、グループ会社CSR担当役員がメンバーとなり、グループのCSR施策の検討・協議、進捗の確認な

どを⾏っています。本部での取組みは、定期的に経営会議や取締役会で協議、報告しています。

2016年度に設定したCSR-KPIの実績および2017年度設定のCSR-KPIは以下のとおりです。�

各項⽬のバウンダリー（影響範囲）は、グループ全体です。

重点課題に取り組むにあたって、当社グループの強みを⽣かすアプローチとして３つを特定しています。以

下に、３つの重点アプローチと本重点課題に取り組むにあたっての取組み⽅針を紹介します。

基本的な考え⽅・⽅針（Our�Action）

グループＣＳＲビジョン

マネジメント体制

CSRマネジメントシステム組織図

⽬標と実績

グループCSR-KPI（重要業績評価指標）

３つの重点アプローチ
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３つの重点アプローチ 重点課題１での取組み⽅針

[1]商品・サービス

⾦融機関やデジタル技

術などを活かした⾰新

的な商品・サービスの

提供

⾃動⾞保険をはじめとする、⻑年にわたって蓄積

された膨⼤な事故データなどのビッグデータをフ

ル活⽤し、防災・減災に向けた⾰新的な商品・サ

ービスを提供していく。

[2]連携

⼈材育成を意識した

NPO/NGOなどをはじ

めとするさまざまなス

テークホルダーとの連

携

データサイエンティストなど、今後のデジタル戦

略の将来を担う⼈材を早期に発掘・育成するた

め、さまざまなステークホルダーと連携のうえ、

ビッグデータ・ＡＩ活⽤⼈材の養成機関設⽴など

積極的な取組みを継続的に実施していく。

[3]⽂化・芸術

継続的に⽀援し、培っ

てきた⽂化・芸術を通

じた取組み

多様性あるアートの価値観を活かし、多様な⼈々

が共⽣できる社会環境の創出を⽬指す取組みを通

じて、⼦どもや⾼齢者など災害時に社会的弱者と

なりやすい⽅を含む市⺠⼀⼈ひとりの社会参加の

機会を増やすような視点を、商品・サービスの開

発、提供、防災教育プロジェクトの運営等へ活か

していく。

2016年4⽉に公表した「グループＣＳＲ重点課題」の⾒直しのプロセスにおいて、ダイアログを⾏ったステ

ークホルダーの皆さまからいただいたご意⾒と、当社の対応を紹介します。

ステークホルダーからのご意⾒�

※（ ）内はステークホルダーカテゴリ
当社の対応、今後の課題

防災・減災の取組みはＳＯＭＰＯホール

ディングスにとって最も重要な課題だろ

う。（ＣＳＲの有識者）

防災・減災に資する商品・サービス開発、提供に継続的に取

り組んでいるとともに、リスクに対する意識を⾼める啓発活

動（防災教育の普及啓発『防災ジャパンダプロジェクト』

等）にも取り組んでいる。

災害リスクを社会全体でカバーするため

の重要な主体として、期待している。

（⾏政）

⼤規模な災害リスクをカバーするには、さまざまなステーク

ホルダーが協働して取り組むことも重要である。引き続き、

災害に対応する保険、防災・減災に資する商品・サービスの

開発、提供に努めるとともに、さまざまなステークホルダー

との協働を進めていく。

ステークホルダーからのご意⾒
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ステークホルダーからのご意⾒�

※（ ）内はステークホルダーカテゴリ
当社の対応、今後の課題

地域での防災の意識啓発の取組みを期待

している。（⾏政）

防災の意識啓発を⾼めるための防災教育プロジェクト『防災

ジャパンダプロジェクト』をはじめとし、地域社会全体の防

災意識の向上に資する取組みを進めていく。

⼈⼝集中に伴う「都市化」の問題に伴

い、交通渋滞、災害時にパニック状態に

陥る危険性などの新たな社会的課題が出

てきている。そういった状況での防災・

減災をどう考えるかの視点も重要であ

る。（NPO/NGO）

震災などで⾃宅に帰れなくなった帰宅困難者の受け⼊れ施設

の確保にあたる⾃治体向けの「帰宅困難者対策保険」を開発

しているが、防災・減災に資する商品・サービスの開発、防

災教育プロジェクト等の視点のなかで都市化の問題を意識し

て取り組んでいく必要がある。

ビッグデータ解析などのデジタル技術をさらに活⽤し、防災・減災に資する⾰新的な商品・サービスの開

発・提供に継続的に取り組んでいきます。また、これまで蓄積してきた防災・減災の取組みのノウハウを、

グローバルレベルでの課題解決に役⽴てるよう、NPO/NGOなどをはじめとするステークホルダーと連携し

て、さまざまなプロジェクトを展開していきます。さらに、それらのプロジェクトのインパクトにも着⽬

し、効果の分析・測定に取り組むことで、さらなる改善や展開を⽬指していきます。

グループＣＳＲ重点課題の策定プロセス

課題と今後に向けて

主な取組み

ビッグデータ解析やテレマティクス技術などを活⽤した安全運転⽀援

ロードサービスをはじめとしたアシスタンス事業の充実

道路交通安全マネジメントシステム「ISO�39001」の認証取得および⽀援

健康起因事故防⽌⽀援サービスの提供開始

「⾃動解析プログラムを使⽤した映像解析による⾛⾏診断サービス」の提供開始

『⾃動運転専⽤保険（実証実験向けオーダーメイド型）』の開発�

〜「安⼼」「安全」「快適」な⾃動⾛⾏システムの技術進展をサポート〜

【⾃動⾞保険】⾃動運転⾞に対応した新たな補償の提供開始�

〜お客さまへ安⼼を提供するために「被害者救済費⽤特約」の新設および「無過失事故の特則」の改定

⽇本政策投資銀⾏（ＤＢＪ）と提携し、企業のリスクマネジメントを⽀援
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噴⽕デリバティブの販売と「噴⽕発⽣確率の評価⼿法」の開発

地震、⾵災、⽔災などをはじめとした⾃然災害リスクの評価・コンサルティングサービス

企業・地⽅公共団体向けの事業継続および防災・減災に関わる⽀援

企業の海外事業展開におけるリスク対策

「サイバー保険」の販売

「サイバー攻撃を想定した訓練・研修サービス」の提供

グローバルリスク情報サービス管理システム「ＳＯＲＡ�Ｏ ＮＥ�2.0」をリニューアルしの提供開始――

企業のリスクマネジメント活動をWEBシステムでサポート

防災教育の普及啓発「防災ジャパンダプロジェクト」

『ネット炎上リスクに対応する対策パッケージソリューション』の提供開始 〜ネット炎上対策で国内初

の新サービスを共同開発〜

安⼼ガイドで訪⽇外国⼈をサポート�

〜「ＳＯＭＰＯ�Ｇ ＵＩＤＥ�Ｔ ＯＫＹＯ」のリリース〜

【業界初】⼀般財団法⼈�⽇ 本情報経済社会推進協会との包括協定の締結について〜プライバシーマーク

付与事業者向け『あんしん補償パッケージ』の提供〜

【国内初】企業向け『ネット炎上対応費⽤保険』の販売開始

【東⽇本⼤震災発⽣から6年】「災害への備えに関する調査」結果

船舶海難事故防⽌への取組み

「安⼼・安全・健康のテーマパーク」実現に向けた取組み

「お客さまの声」を活かす仕組み

お客さまの声⽩書の発⾏

お客さまのリスクと保険内容を分析するサービス

事故対応における、お客さま満⾜度向上への取組み

24時間初動対応サービス

24時間各種機能を利⽤可能なオンラインサービス「マイページ」

休⽇の事故対応強化によるサービス品質向上

【国内初】スマートフォンを活⽤した「テレマティクス保険」の開発 〜安全運転で⾃動⾞保険を最⼤

20％割引〜

もっと安⼼して、もっと楽しくクルマを運転できるＩｏＴを活⽤した新たな⾃動⾞保険の提供

⽕災保険事故調査へのウェアラブル端末（スマートグラス）の導⼊

先端技術であるドローンの活⽤拡⼤�

〜【業界初】国⼟交通省から⽇本全国における⾶⾏許可を取得〜

ペーパレス申込書⼿続きの開始�

〜ＩＣＴを活⽤し、お申し込みから最短２⽇で契約成⽴へ〜
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ビッグデータ・ＡＩ活⽤⼈材の養成機関を設⽴�

〜「Data�Science�BOOTCAMP」を開講〜

保険⾦・給付⾦⽀払業務への「IBM�Watson�Explorer」の導⼊

⾼齢者をターゲットとした個⼈向けの安全運転⽀援サービス�

「ＤＲＩＶＩＮＧ！」

B3i（ブロックチェーン保険イニシアチブ）への参加

【⽇本初】ドローンを活⽤した超⾼層ビル街での災害対応実証実験の実施

⽶国シリコンバレーの研究機関等と⾃動⾞のＡＩ・ロボティクス分野研究で提携 〜スタンフォード⼤学

付属の研究機関『CARS』およびインキュベーター『Comet�Labs』とパートナー契約を締結〜

ビッグデータ・ＡＩ活⽤⼈材の養成機関を設⽴�

〜「Ｄａｔａ�Ｓ ｃｉｅｎｃｅ�Ｂ ＯＯＴＣＡＭＰ」を開講〜

インドネシアでの交通安全プロジェクト

⻩⾊いワッペン

地⽅⾃治体向けに業界初の「防災・減災サービス」を開発

代理店業務品質向上の取組み

代理店に対するサポート体制
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Contributing�to�Health�and�Welfare

質の⾼い介護・ヘルスケアサービスなどの提供や健康・福祉の増進に資するプロジェクトを展開し、あらゆ

る⼈々がよりよく⽣活できる社会の実現に貢献している。

世界の⾼齢化率の推移

重点課題2 健康・福祉への貢献

⽬指す姿

ＦＡＣＴ

*
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先進諸国の⾼齢化率を⽐較すると、⽇本は1980年代までは下位、90年代にはほぼ中位でしたが、2005年

には世界で最も⾼い⽔準となり、世界に例をみない速度で⾼齢化が進⾏しています。�

地域別に⾼齢化率の今後の推移をみると、これまで⾼齢化が進⾏してきた先進地域はもとより、開発途上地

域においても、⾼齢化が急速に進展すると⾒込まれています。

⽇本において急激に進展している超⾼齢社会に対し、今後、⽣命保険や医療・介護保険分野での⽀払保険⾦

の増加や介護サービス⼈材の不⾜など、豊かな⻑寿国⽇本の実現を⽬指す当社グループにおいても多くの課

題が⼭積しています。⼀⽅、当社グループはこのようなリスクに対する商品・サービスへのニーズの⾼まり

を「安⼼・安全・健康」を提供する企業グループとしての事業機会ととらえています。�

当社グループは、超⾼齢社会により発⽣する様々なリスクを踏まえ、「世界に誇れる豊かな⻑寿国⽇本」の

実現に向け、最⾼品質の介護サービスの提供を通じて、「安⼼・安全・健康」のブランドを早期に構築し、

⽇本で最も信頼される介護事業者を⽬指します。また、健康寿命の延伸に向け、企業の健康への取組みにつ

いて、健康経営推進、メンタルヘルス対策、⽣活習慣病対策などを⽀援するサービスを提供することによ

り、お客さまの「安⼼・安全・健康」への取組みを⽀援していきます。�

さらに、健康・福祉の取組みのノウハウを活⽤し、NPO/NGOなどをはじめとしたステークホルダーと連携

したうえで、開発途上国を含めたさまざまな地域の課題解決に資するプロジェクトを展開し、サステナブル

な社会づくりへ貢献していきます。

当社グループは、グループ会社横断の「グループCSR推進本部」を設置しています。当社グループＣＦＯが

本部⻑、グループ会社CSR担当役員がメンバーとなり、グループのCSR施策の検討・協議、進捗の確認な

どを⾏っています。本部での取組みは、定期的に経営会議や取締役会で協議、報告しています。

2016年度に設定したCSR-KPIへの実績および2017年度設定のCSR-KPIは以下のとおりです。�

各項⽬のバウンダリー（影響範囲）は、グループ全体です。

⾼齢化率・・・65歳以上⼈⼝が総⼈⼝に占める割合。*

基本的な考え⽅・⽅針（Our�Action）

グループCSRビジョン

マネジメント体制

CSRマネジメントシステム組織図

⽬標と実績

グループCSR-KPI（重要業績評価指標）
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重点課題に取り組むにあたって、当社グループの強みを⽣かすアプローチとして３つを特定しています。以

下に、３つの重点アプローチと本重点課題に取り組むにあたっての取組み⽅針を紹介します。

３つの重点アプローチ 重点課題２での取組み⽅針

[1]商品・サービス

⾦融機関やデジタル技

術などを活かした⾰新

的な商品・サービスの

提供

グループの総合⼒を発揮した、最先端のＩＣＴ・

デジタル技術の調査・研究を継続し、⾰新的なサ

ービス品質と⽣産性を実現していく。

[2]連携

⼈材育成を意識した

NPO/NGOなどをはじ

めとするさまざまなス

テークホルダーとの連

携

特に、介護サービスの提供にあたり⼗分な⼈材を

計画的に採⽤する体制を整えるとともに、専⾨設

備を備えた研修センターの開設など、教育・研修

に注⼒し、ケアのレベル向上に取り組む。また、

介護職員の離職問題に対しては段階的な処遇改善

を含めた施策を検討し、質の⾼いサービスを継続

的に提供できるよう⼈材の充実に努めていく。

[3]⽂化・芸術

継続的に⽀援し、培っ

てきた⽂化・芸術を通

じた取組み

多様性あるアートの価値観を社会に活かし、社会

的包摂に寄与する⼈材の輩出と多様な⼈々が共⽣

できる社会環境の創出を⽬指す取組みを通じて、

⾼齢者や障がい者の⽅などの社会的弱者を含む市

⺠⼀⼈ひとりの社会参加の機会を増やすととも

に、商品・サービスの開発、提供、健康・福祉プ

ロジェクト等の運営へ活かし、「⼼の豊かさ」へ

貢献していく。

３つの重点アプローチ
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2016年4⽉に公表した「グループＣＳＲ重点課題」の⾒直しのプロセスにおいて、ダイアログを⾏ったステ

ークホルダーの皆さまからいただいたご意⾒と、当社の対応を紹介します。

ステークホルダーからのご意⾒�

※（ ）内はステークホルダーカテゴリ
当社の対応、今後の課題

⽇本は世界⼀の⾼齢社会であるため、⽇

本の取組みやノウハウは、将来的にグロ

ーバルな⾼齢化の課題解決に貢献できる

のではないか。（ＥＳＧ投資専⾨家）

介護・ヘルスケア事業において、まずは⽇本国内でのノウハ

ウを蓄積している。今後⾼齢化が進む国・地域を中⼼に活か

していくことで、グローバルな課題解決に寄与していく。

2011年3⽉の東⽇本⼤震災発⽣後のス

ピーディな保険⾦⽀払いの取組みのよう

に、健康・福祉の分野でもステークホル

ダーの期待に的確に応える取組みを進め

てほしい（ＥＳＧ投資専⾨家）。

健康・福祉分野にかかわる多様なステークホルダーとの対話

や産学連携プロジェクト等を進めている。また、対話やプロ

ジェクトを通じて浮き彫りとなった社会的課題の解決に向け

た商品・サービスの開発、提供、協働プロジェクト等をさら

に進めていく。

「福祉」は与えるものという印象が強い

が、寄り添い、⾃⽴化を促すことが重要

である。（NPO/NGO）

福祉にかかわる多様なステークホルダーとの協働プロジェク

トや財団を通じた取組み等を進めるなかで、対話を重視した

エンゲージメントを実施していく。

「質的な豊かさ」や「QOLの向上」へ

貢献することの可能性を考えることが必

要である。（社外取締役）

多様性あるアートの価値観を活かしながら、⾼齢者や障がい

者などを含めた多様な⼈々の「質的豊かさ」や「ＱＯＬの向

上」を⽬指したプロジェクトを進めている。

ＩＣＴ・デジタル技術をさらに活⽤し、健康・福祉に資する⾰新的な商品・サービスの開発・提供に取り組

んでいきます。また、社員の健康増進の観点で、⼀⼈ひとりがいきいきと働き、最⾼品質の商品・サービス

の提供の⼀旦を担うような取組みにも⼒を⼊れていきます。さらに健康・福祉に資する取組みのノウハウ

を、グローバルレベルでの課題解決に役⽴てるよう、NPO/NGOなどをはじめとするステークホルダーと連

携して、さまざまなプロジェクトを展開していきます。

ステークホルダーからのご意⾒

グループＣＳＲ重点課題の策定プロセス

課題と今後に向けて
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主な取組み

グループのＣＳＲ戦略 特集２ 介護・ヘルスケア特集

認知症ケアの教育に「バーチャルリアリティ」を導⼊

お客さまとそのご家族の笑顔を応援する「介護応援サービス」�

と「健康・⽣活応援サービス」の提供

要介護1以上で介護⼀時⾦が受け取れる「介護⼀時⾦特約」

企業の健康づくりをサポート『健康経営推進⽀援サービス』の提供

健康サービスブランド「Linkx（リンククロス）」の⽴ち上げ

⼼と体の両⾯からヘルスケアをサポート。�

健康で活⼒ある社会の実現を⽬指し、超⾼齢社会にも対応

メンタルヘルス対策により「ヘルシーカンパニーの実現」に貢献

⾷の安⼼・安全と信頼確保に向けた「⾷品リスク総合コンサルティング」の提供

⾷の安⼼・安全と信頼確保に向けた「緊急時サポート総合サービス」の提供

「世界に誇れる豊かな⻑寿国⽇本」の実現に向けた介護事業

サービス⼀体型商品『介護サポートプラン』の販売�

�〜 「介護離職」防⽌を⽀援〜

⾼齢のお客さまにやさしい「あんしんサポート」サービスの提供

「認知症サポーター」育成の全社を挙げた取組み

ミャンマーの⺟⼦保健プロジェクト

社会福祉の「活動と研究」を⽀える�

〜（公財）損保ジャパン ⽇本興亜福祉財団〜

障がい者が取り組むアート活動などに助成「Heart＆Artsプログラム」

認可保育園「損保ジャパン⽇本興亜スマイルキッズ江⼾川橋保育園」〜（⼀財）損保ジャパン⽇本興亜ス

マイルキッズ〜

【東京藝術⼤学×ＳＯＭＰＯホールディングス】Diversity�on�the�Arts�Project（愛称：ＤＯＯＲ）�〜

「アート×福祉」による⼈材育成を通じた共⽣社会づくりへの貢献〜

特別⽀援学級などの⼦どもたちによる作品展の開催

「ＳＯＭＰＯ�パ ラリンアート・サッカーアートコンテスト』�

〜共⽣社会の実現に向けた障がい者芸術の⽀援〜

社員の健康維持・増進の取組み
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Promoting�the�Manageability�of�Global�Environmental�Issues

気候変動への適応と緩和、⽣物多様性の保全などにバリューチェーンで対処し、新しいソリューションを提

供することで、持続可能な社会の実現に貢献している。

1980年から2015年の気象災害の経済損失と保険損害の推移

2005年の⽶国ハリケーン・カトリーナ、2011年のタイ⼤洪⽔、2012年の⽶国ハリケーン・サンディーな

ど、世界各地で異常気象による経済損失・保険損害が増加する傾向にあり、世界温暖化が進⾏すれば、極端

な異常気象による災害がさらに増加するといわれています。�

2015年にフランス・パリで開催されていた国連気候変動枠組条約第21回締約国会議（COP21）や持続可

能な開発⽬標（SDGs）の策定など、気候変動をはじめとした環境問題解決に向けた国際的な議論がさらに

活発になっており、企業も含めたあらゆるステークホルダーが環境問題解決に向けた⾏動を強化するよう求

められています。

重点課題3 地球環境問題への対応

⽬指す姿

ＦＡＣＴ
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気候変動による⾃然災害の増加は、当社グループの中核事業の⼀つである保険事業にとって、お⽀払いする

保険⾦の増加、それに伴う保険料の上昇といった影響を及ぼしかねず、安定して保険を提供することが難し

くなる可能性があります。⼀⽅、当社グループは、このようなリスクに対する商品・サービスへのニーズの

⾼まりを「安⼼・安全・健康」を提供する企業グループとしての事業機会ととらえています。�

当社グループは、気候変動を含めた地球環境問題を単なるリスクとしてとらえるだけでなく、たとえば、気

象災害リスク、再⽣可能エネルギー事業のリスクをカバーする保険商品やリスクコンサルティングサービス

など、新たなマーケットの創出、拡⼤につながる機会ととらえ、事業の上流から下流に⾄るまで、ステーク

ホルダーの皆さまと連携して、バリューチェーン全体での環境負荷の低減に率先して努めるとともに、気候

変動をはじめとした災害の影響の軽減、防災、低炭素社会の構築、⽣物多様性の保全、環境配慮⾏動の促進

などに寄与する商品・サービスの提供に努めてきました。今後とも、環境問題の解決に資する⾰新的な商

品・サービスの提供、環境負荷軽減に資する体制構築に努め、社会の強靭性を⾼めることでサステナブルな

社会づくりに貢献していきます。

当社グループは、グループ会社横断の「グループCSR推進本部」を設置しています。当社グループＣＦＯが

本部⻑、グループ会社CSR担当役員がメンバーとなり、グループのCSR施策の検討・協議、進捗の確認な

どを⾏っています。本部での取組みは、定期的に経営会議や取締役会で協議、報告しています。

2016年度に設定したCSR-KPIへの実績および2017年度設定のCSR-KPIは以下のとおりです。�

各項⽬のバウンダリー（影響範囲）は、グループ全体です。

基本的な考え⽅・⽅針（Our�Action）

グループ環境ポリシー

グループCSRビジョン

グループＣＳＲ調達ポリシー

マネジメント体制

CSRマネジメントシステム組織図

⽬標と実績

グループCSR-KPI（重要業績評価指標）
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重点課題に取り組むにあたって、当社グループの強みを⽣かすアプローチとして３つを特定しています。以

下に、３つの重点アプローチと本重点課題に取り組むにあたっての取組み⽅針を紹介します。

３つの重点アプローチ 重点課題３での取組み⽅針

[1]商品・サービス

⾦融機関やデジタル技

術などを活かした⾰新

的な商品・サービスの

提供

世界で発⽣する地球環境問題を起因とした損害に

対して、世界各拠点を含めたグループ全体の総合

⼒を発揮し、最先端のＩＣＴ・デジタル技術の調

査・研究を継続し、⾰新的な商品・サービスを継

続して提供していく。

[2]連携

⼈材育成を意識した

NPO/NGOなどをはじ

めとするさまざまなス

テークホルダーとの連

携

⽣物多様性保全の取組み「ＳＡＶＥ�ＪＡＰＡＮ�プ

ロジェクト」などの市⺠社会、地域の⽅々との協

働の取組みを通じて、社会の環境マインドを⾼め

るとともに、多様なステークホルダーと連携し地

球環境問題の解決に資する取組みを継続してい

く。

[3]⽂化・芸術

継続的に⽀援し、培っ

てきた⽂化・芸術を通

じた取組み

グループ社員がメンバーとなるボランティア組織

「ＳＯＭＰＯちきゅう倶楽部」をはじめとした各

種活動を通じて、環境問題の解決に向けた取組み

を継続的に実施していく。

2016年4⽉に公表した「グループＣＳＲ重点課題」の⾒直しのプロセスにおいて、ダイアログを⾏ったステ

ークホルダーの皆さまからいただいたご意⾒と、当社の対応を紹介します。

ステークホルダーからのご意⾒�

※（ ）内はステークホルダーカテゴリ
当社の対応、今後の課題

パリ協定をふまえた気候変動の取組みや

⽬標値を念頭に置いているかが求められ

る。（CSRの有識者）

グローバル動向、⽇本国内の動向などをふまえ、また、グル

ープの事業の変化を鑑み、GHG排出量削減⽬標等を⾒直して

いる。グループの事業の拡⼤に伴った排出量の把握に努めて

いる。

３つの重点アプローチ

ステークホルダーからのご意⾒
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ステークホルダーからのご意⾒�

※（ ）内はステークホルダーカテゴリ
当社の対応、今後の課題

再⽣可能エネルギーの普及に対する取組

みに期待している。（CSRの有識者）

再⽣可能エネルギーの普及を⽀えるための、万が⼀の場合の

保険や、施設の⽴地環境などのリスク分析サービスを提供し

ている。

特に気候変動の「適応」の取組みに期待

している。（⾏政）

気候変動の「適応」に資する商品・サービスの開発、提供を

進め、特に開発途上国向けの天候インデックス保険等の開

発、普及に努めている。

これまで継続的に環境問題の解決に資す

る商品・サービスを提供してきた企業と

して、引き続き新たな商品・サービスの

開発・提供に期待している。（⾏政）

気候変動の「適応」「緩和」、⽣物多様性保全をはじめとし

た、環境問題の解決に資する商品・サービスの開発、提供に

引き続き努めていく。

気候変動の適応・緩和策を推進していくにあたり、保険会社による専⾨的なリスク評価に対する国際的な期

待が⾼まっています。今後も気候変動リスクに脆弱な社会層へのソリューションの提供などを通じて、サス

テナブルな社会の実現に貢献するとともに、グループ全体の持続的成⻑を⽬指していきます。また、CO2排

出量削減⽬標を2002年度⽐で2020年度40％、2050年度70％という⽬標に向けて、取組んでいきます。

グループＣＳＲ重点課題の策定プロセス

課題と今後に向けて

主な取組み

グループのＣＳＲ戦略 特集１ 気候変動へ向けた取組み

「環境コンサルティングサービス」を拡充し提供開始

『電⼒安定供給費⽤保険』の販売開始 〜電⼒⾃由化を保険で後押し〜

⽇本の「エコファンド」の先駆けとして、ＳＲＩ（社会的責任投資）ファンド普及・拡⼤へ取り組み

エコファンド・ＳＲＩファンドを通じたＣＳＲコミュニケーションの充実、社会のＥＳＧに対する理解促

進�

企業の環境経営度分析およびＣＳＲ経営度分析の実施

投融資でのＥＳＧ配慮

グループＣＳＲ調達ポリシー
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取引先と連携した環境・社会的責任の取組み

紙使⽤量削減の取組み

ＳＡＶＥ ＪＡＰＡＮプロジェクト

環境分野の⼈材育成 〜（公財）損保ジャパン⽇本興亜環境財団〜

「太平洋⾃然災害リスク保険パイロット・プログラム」⽴上げへの貢献とプログラムへの参加

東南アジアでの天候インデックス保険の提供

再⽣可能エネルギーの普及・拡⼤を後押しする保険商品の提供

⽇本およびアジア諸国における洪⽔リスク評価⼿法の開発

バリューチェーンを通じた環境負荷の全体像と環境保全の取組み

環境会計

全国に広がる代理店と連携した環境負荷低減の推進
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Empowering�Community�and�Society

社会貢献活動や地域の⽂化振興に資する活動などを通じ、ステークホルダーからもっとも信頼される企業グ

ループとして、よりよいコミュニティ・社会の実現に貢献している。

企業に対する認識－企業の対応状況

企業の対応状況に対する⽣活者の認識についての調査の結果、「安全・安⼼で優れた商品・サービス・技術

を適切な価格で提供している」と85％が認識しているのに対し、「地域社会との共⽣」に対応していない

との認識が57％、「メセナ（スポーツ・⽂化・芸術⽀援）や社会貢献など」に対応していないとの認識が

62％にのぼっています。

重点課題4 よりよいコミュニティ・社会づくり

⽬指す姿

ＦＡＣＴ

ＳＯＭＰＯホールディングス　CSRコミュニケーションレポート2017 95



都市圏への⼈⼝集中と過疎化の進展により、地⽅の更なる⼈⼝減少や情報連携の希薄化がもたらす影響は当

社グループの事業展開の不全を招き、お客さまの減少にもつながりかねないと認識しています。⼀⽅、当社

グループはこのようなリスクに対し、企業として、社員⼀⼈ひとりとして、社会とのコミュニケーションを

通じて、さまざまな社会的課題に気づき、よりよいコミュニティ・社会づくりへ貢献することが企業の重要

な責任であると考えています。�

当社グループは、よりよいコミュニティ・社会づくりへの課題を解決するために、NPO/NGOをはじめとし

た多様なステークホルダーと協働しながら、さまざまな活動を展開しています。また、社員⼀⼈ひとりが仕

事で培ったスキルを活かし、課題解決に参画できるよう活動を⽀援する仕組みを導⼊しています。�

コミュニティ・社会の課題解決を通じて、サステナブルな社会の実現に貢献するとともに、これらの取組み

を通じて、社会から信頼されるグループ、そしてブランド向上につながることを⽬指しています。また、課

題解決に能動的にかかわることで、参加する社員・代理店の鋭敏な感性が磨かれ、⼈材育成にもつながって

います。

当社グループは、グループ会社横断の「グループCSR推進本部」を設置しています。当社グループＣＦＯが

本部⻑、グループ会社CSR担当役員がメンバーとなり、グループのCSR施策の検討・協議、進捗の確認な

どを⾏っています。本部での取組みは、定期的に経営会議や取締役会で協議、報告しています。

CSRマネジメントシステム組織図は、以下のページをご覧ください。

2016年度に設定したCSR-KPIへの実績および2017年度設定のCSR-KPIは以下のとおりです。�

各項⽬のバウンダリー（影響範囲）は、グループ全体です。

すべての重点課題のCSR-KPIは、以下のページをご覧ください。

基本的な考え⽅・⽅針（Our�Action）

グループCSRビジョン

損保ジャパン⽇本興亜「社会貢献⽅針」

マネジメント体制

CSRマネジメントシステム組織図

⽬標と実績

グループCSR-KPI（重要業績評価指標）
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重点課題に取り組むにあたって、当社グループの強みを⽣かすアプローチとして３つを特定しています。以

下に、３つの重点アプローチと本重点課題に取り組むにあたっての取組み⽅針を紹介します。

３つの重点アプローチ 重点課題４での取組み⽅針

[1]商品・サービス

⾦融機関やデジタル技

術などを活かした⾰新

的な商品・サービスの

提供

全国の地⽅⾃治体と連携し、官⺠のパートナーシ

ップにより、地域防災⼒向上や交通安全企業向け

リスクコンサルティングサービスなど、各地域の

課題解決に取組んでいきます。

[2]連携

⼈材育成を意識した

NPO/NGOなどをはじ

めとするさまざまなス

テークホルダーとの連

携

全国に広がる代理店と社員が協働して、全国各地

の社会福祉施設などで⾞いす整備・清掃活動を実

施するなど、さまざまなステークホルダーと連携

し、よりよいコミュニティ・社会づくりに貢献し

ていきます。

[3]⽂化・芸術

継続的に⽀援し、培っ

てきた⽂化・芸術を通

じた取組み

アジアで唯⼀ゴッホの《ひまわり》を⾒ることが

できる「東郷⻘児美術館 損保ジャパン⽇本興亜

美術館」は各種展覧会の開催や新進作家の⽀援、

「対話による美術鑑賞教育」⽀援などを⾏ってお

り、今後も美術をはじめとした⽂化・芸術を通じ

て豊か社会へ貢献していきます。

３つの重点アプローチ
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2016年4⽉に公表した「グループＣＳＲ重点課題」の⾒直しのプロセスにおいて、ダイアログを⾏ったステ

ークホルダーの皆さまからいただいたご意⾒と、当社の対応を紹介します。

ステークホルダーからのご意⾒�

※（ ）内はステークホルダーカテゴリ
当社の対応、今後の課題

保険や介護といった事業を⾏う企業グル

ープとして、個⼈の⽣活や地域の課題、

つまりさまざまなリスクに密接にかかわ

っており、コミュニティと関連性が強い

業態である。（ＥＳＧ投資専⾨家）�

現在、社会において、地域全体で課題を

共有し、ともに解決する仕組みが不⾜し

ている。地域の課題解決に社員に密接に

かかわってほしい。（NPO/NGO）�

社会・コミュニティへの貢献は、社員に

継続的に強く意識づけすることが重要で

ある。（従業員）

全国、また、世界各地に拠点を持つグループとして、地域社

会との協働を念頭に置き、「ＳＯＭＰＯホールディングス�ボ

ランティアデー」や社員のボランティアを⽀える仕組み「Ｓ

ＯＭＰＯちきゅう倶楽部」等の取組みを通じ、各地域の社会

的課題や特⾊に配慮した社会貢献活動等の取組みを進めてい

る。

さまざまな主体と関わることができる企

業として期待している。⼀般消費者に直

接接点があるため、さまざまな考え⽅を

浸透できる業態である。（⾏政）

さまざまなステークホルダーとの対話や協働プロジェクトを

進めるとともに、お客さまとの社会的課題の認識の共有等も

実施していくことが重要と認識している。

「貧困」「格差」への取組みを検討して

ほしい。（CSRの有識者）

（NPO/NGO）

「ＳＯＭＰＯホールディングス�ボランティアデー」や社員の

ボランティアを⽀える仕組み「ＳＯＭＰＯちきゅう倶楽部」

等の取組みを通じ、開発途上国⽀援、⽇本国内の格差解消に

向けた⽀援にさらに取り組んでいく。

社員だけでなく、代理店も⼀緒に協働し

て取組むべきである。（代理店）

社会福祉施設などで実施する「⾞いす整備・清掃活動」をは

じめとし、代理店組織（ＡＩＲオートクラブ・ＪＳＡ中核

会）と社員が協働で、各地域の社会的課題や特⾊に配慮した

社会貢献活動等の取組みを進めている。

ステークホルダーからのご意⾒

グループＣＳＲ重点課題の策定プロセス
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継続的にグローバルレベルで地域・コミュニティに貢献していくために、引き続き、NPO/NGOと連携し、

SOMPOホールディングス�ボランティアデー、SOMPOちきゅう倶楽部をはじめとした、社員・代理店が参

加できる枠組みを発展させていきます。また、復興までに時間がかかる⼤規模災害の復興⽀援にも継続的に

取り組んでいきます。

課題と今後に向けて

主な取組み

ビジネスのグローバルな展開

「ＳＯＭＰＯ�アート・ファンド」〜創造性にあふれる未来の社会づくりへの貢献〜

インドでマイクロインシュアランスを提供�

〜農村地域・lower�income�groupの⾃⽴⽀援に貢献〜

全国に拠点を持つ企業として地⽅創⽣へ貢献

独⽴⾏政法⼈�国 際協⼒機構（ＪＩＣＡ）の本邦初となる�

社会貢献債（ソーシャル・ボンド）への投資

「ＳＯＭＰＯ�ホ ールディングス�ボ ランティアデー」

社会貢献活動の全体像

世界各地の社会貢献活動

全国各地の社会貢献活動

2011年3⽉11⽇ 東⽇本⼤震災 発⽣直後からの被災地⽀援の取組みのあゆみ

2016年4⽉ 熊本地震 被災地⽀援の取組み

（公財）損保ジャパン⽇本興亜美術財団（東郷⻘児記念 損保ジャパン⽇本興亜美術館）

⼈形劇場「ひまわりホール」

ＣＳＲ各種プログラムの評価
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Supporting�Diversity�and�Inclusion�In�Private�and�Public�Life

基本的⼈権を尊重し、多様な個性を認め、ダイバーシティを推進することで、社員を含めたステークホルダ

ーが活躍できる社会の実現に貢献している。

ジェンダー・ギャップ指数（GGI）国別順位（2015年度）

世界各国の男⼥格差を⽰すランキングで、調査対象145か国中、⽇本は101位でした。特に「政治への関

与」「経済活動の参加と機会」におけるスコアが低く、この分野における⼥性活躍の推進が急務となってい

重点課題5 ダイバーシティの推進・啓発

⽬指す姿

ＦＡＣＴ
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ます。2016年4⽉1⽇には「⼥性の職業⽣活における活躍の推進に関する法律（⼥性活躍推進法）」が施⾏

されました。

当社グループは、多⽤な価値観を有する⼈材を確保し、その能⼒を最⼤限発揮することで⾰新的で強い組織

をつくり、ダイバーシティをグループの成⻑につなげることが重要と考えています。�

そのため、当社グループは、ダイバーシティを⼒に変えて成⻑に結びつけるという意を込めて、「Diversity

for�Growth」をスローガンに掲げ、ダイバーシティをグループの成⻑につなげるとともに、多様な価値観

にもとづいた新たな商品・サービスの開発に⽣かしています。�

また、社員のみならず、お客さまを含めたあらゆるステークホルダーの基本的⼈権を尊重し、ダイバーシテ

ィの推進をめざし、商品・サービスを通じた配慮やダイバーシティの啓発にも取組んでいきます。

当社グループは、グループ会社横断の「ダイバーシティ推進本部」を設置しています。当社グループＣＨＲ

Ｏが本部⻑、グループ会社⼈事担当役員がメンバーとなり、当社⼈事部が事務局を務め、本部での取組み

は、随時、当社の経営会議に報告しています。

ダイバーシティ推進本部

2016年度に設定したCSR-KPIへの実績および2017年度設定のCSR-KPIは以下のとおりです。�

各項⽬のバウンダリー（影響範囲）は、グループ全体です。

基本的な考え⽅・⽅針（Our�Action）

グループ⼈事ビジョン

グループ⼈間尊重ポリシー

マネジメント体制

⽬標と実績

グループCSR-KPI（重要業績評価指標）
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http://www.sompo-hd.com/recruit/strategy/#02
http://www.sompo-hd.com/csr/system/vision/#03
http://www.sompo-hd.com/csr/materiality/kpi/


重点課題に取り組むにあたって、当社グループの強みを⽣かすアプローチとして３つを特定しています。以

下に、３つの重点アプローチと本重点課題に取り組むにあたっての取組み⽅針を紹介します。

３つの重点アプローチ 重点課題５での取組み⽅針

[1]商品・サービス

⾦融機関やデジタル技

術などを活かした⾰新

的な商品・サービスの

提供

商品・サービスの開発、提供にあたり、基本的⼈

権の尊重やダイバーシティの配慮に取り組む。

[2]連携

⼈材育成を意識した

NPO/NGOなどをはじ

めとするさまざまなス

テークホルダーとの連

携

多様な価値観を有する⼈材を確保するとともに、

ステークホルダーと連携した⼈材育成を通じて、

その能⼒を最⼤限発揮することで⾰新的で強い組

織づくりを⽬指す。

[3]⽂化・芸術

継続的に⽀援し、培っ

てきた⽂化・芸術を通

じた取組み

多様性あるアートの価値観を社会に⽣かし、社会

的包摂に寄与する⼈材の輩出と多様な⼈々が共⽣

できる社会環境の創出を⽬指す取組みを通じて、

継続的にダイバーシティを推進していく。

2016年4⽉に公表した「グループＣＳＲ重点課題」の⾒直しのプロセスにおいて、ダイアログを⾏ったステ

ークホルダーの皆さまからいただいたご意⾒と、当社の対応を紹介します。

ステークホルダーからのご意⾒�

※（ ）内はステークホルダーカテゴリ
当社の対応、今後の課題

現在、⽇本では「⼥性活躍」が重要なテ

ーマであるが、将来的には多様な価値観

を考慮し、業務プロセスや働き⽅、マネ

ジメントスタイルも同時に変えていくこ

とが必要になる。（CSRの有識者）

多様な⼈材（国籍・性別・年齢・経験）が強みを発揮し活躍

していること、また、グループ横断で適時・適所・適材の⼈

材配置を通じ、グループ⼈的資源の価値最⼤化を⽬指してい

る。

３つの重点アプローチ

ステークホルダーからのご意⾒
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ステークホルダーからのご意⾒�

※（ ）内はステークホルダーカテゴリ
当社の対応、今後の課題

社内だけでなく、社会へ向けた働きかけ

も考えるべきである。（CSRの有識

者）

ダイバーシティに関するセミナーやコンサルティングサービ

スの提供等を実施している。

ダイバーシティを経営戦略と考える視点

が重要である。（⾏政）

グループ全体のダイバーシティ推進の取組みを加速し、お客

さまに最⾼品質のサービスをご提供することがグループ全体

の成⻑に結びつくという意を込め、「Diversity�for

growth」をスローガンとして定め、ダイバーシティ推進本部

を設置して取組みを推進している。

LGBTなどの多様な価値観への配慮を考

えるべきである。（NPO/NGO）

LGBTへの理解を深めるため、当事者がより働きやすい環境

を構築するため、社員がアライ（理解者・⽀援者）になるた

めの勉強会の開催等を実施している。

当社グループは、⼈権配慮の観点から、事業活動を展開する各国・地域の法律を遵守するとともに、⽂化や

慣習、ステークホルダーの関⼼に即した経営を⾏い、地域経済の発展に貢献していきます。また、引き続

き、⼥性管理職⽐率2020年度末30％に向けた取組みやLGBTに配慮した取組みを推進していきます。

グループＣＳＲ重点課題の策定プロセス

課題と今後に向けて

主な取組み

障害者差別解消法への対応

ＬＧＢＴへの配慮

ドゥーラ賠償責任保険制度

学業継続⽀援サービス（授業料等債務免除費⽤保険）

英国で制定された「現代奴隷法」への対応

国境を越えたグループ⼈材交流

グローバル⼈材の育成

⼈材⼒強化の取組み

管理職のマネジメント⼒強化の取組み
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http://www.sompo-hd.com/csr/materiality/process/
http://www.sompo-hd.com/csr/action/customer/content8/#01
http://www.sompo-hd.com/csr/action/customer/content8/#02
http://www.sompo-hd.com/csr/action/customer/content9/#01
http://www.sompo-hd.com/csr/action/customer/content9/#02
http://www.sompo-hd.com/csr/action/supplier/content3/#01
http://www.sompo-hd.com/csr/action/employee/content2/#01
http://www.sompo-hd.com/csr/action/employee/content2/#02
http://www.sompo-hd.com/csr/action/employee/content2/#03
http://www.sompo-hd.com/csr/action/employee/content2/#04


学⽣の就職活動サポート企画 “JAPAN-DA�EXPO�2017”開催

学⽣向けキャリア形成⽀援プログラム “SJNK�BUSINESS�ACADEMY”開講

学⽣の就職活動サポート企画 “JAPAN-DA Café�”開催

⼈材⼒向上の取組み

「ダイバーシティ推進本部」を設置

⼥性活躍推進

メンター制度

外国⼈社員の活躍

障がい者活躍推進

ワーク・ライフ・バランスの実現

ワークスタイルイノベーション

職場理解を深める「サンクスデー」の開催

⼈間尊重推進体制の仕組み
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http://www.sompo-hd.com/csr/action/employee/content2/#05
http://www.sompo-hd.com/csr/action/employee/content2/#06
http://www.sompo-hd.com/csr/action/employee/content2/#09
http://www.sompo-hd.com/csr/action/employee/content3/#01
http://www.sompo-hd.com/csr/action/employee/content3/#02
http://www.sompo-hd.com/csr/action/employee/content3/#04
http://www.sompo-hd.com/csr/action/employee/content3/#05
http://www.sompo-hd.com/csr/action/employee/content3/#06
http://www.sompo-hd.com/csr/action/employee/content3/#07
http://www.sompo-hd.com/csr/action/employee/content3/#08
http://www.sompo-hd.com/csr/action/employee/content3/#09
http://www.sompo-hd.com/csr/action/employee/content3/#10
http://www.sompo-hd.com/csr/action/employee/content4/#01



